
エ ッ セ ネ(ESsene)と ゼ ー ロ ー タ イ(Zelotai)

杉 田 六 一

ユダヤ史上 マカ ビア時代か らヘ ロデ王時代 それ か ら紀元70年 ユダヤ滅

亡の頃 までパ レスチナにエ ッセネ(ESSene)と 呼 ばれ る特異 な宗教 団体

があ った。エ ッセネの研究は これ までに文献 史料 に よっては 殆ん ど研究

し尽 くされた とい って よいであ ろ う。それは資料 の全部が ヨセ フォスの

『ユダヤ戦記』Bellum Judaicaeお よび 『ユダヤ古代記』Antiquitates

Judaicaeの 中 の記述 とフ ィローのQuod Omnis probus liber(善 良 の

人は 自由であ る意)お よび 『ユダヤ人弁疏』Apologia pro Judaicaの

中 の記述(紀 元20年 頃)に 依 っているか らであ る。plinius,Solinius,

Porphyry,Epiphanius,Eusebiusの エ ッセ ネについての記事 はエ ッセ

ネ研究には価値が無 い といわれ ている。1947年 ク ムランでいわ ゆ る 「死

海 の書」が発見 されて長 い間忘却 の彼方におかれ ていたエ ッセネ研究が

一躍 脚光を浴び るに至
った。禁慾的脱世間 の平和主義的集 団であ った。

持 たぬ ものそ して持 った ものはその持つ財を全部教団に贈 って無産者 と

な り勤労 し共産主義を順法 し集団の構成員 とな って死海近 くに教 団生活

を営 んでいたのであ った。 この宗教 団体 の組成 された同時代 にゼー ロー

タイと称 した熱狂的な一団があ った。へ ロデ王が残 した直後 ガ リラヤ人

ユ ダがガ リラヤで ローマに反旗 を翻 え しセポ リスで王 の武器庫や倉庫を

掠奪 しセポ リスを焼いた。 この革命集団が増強す るのをみ て ローマ軍は

これ らの反抗者を捕 え処刑 した り追 い払 った。 ローマ打倒 の意慾を燃や

してユ ダヤ法厳守を第一義 として異教を征服 し神裁政 治の実現を期 して

いた これ らの人 々の 熱 狂 振 りは 異 常 な ものが あ った ので,カ ナィム

Kanna'imま た ゼー ロータイと呼ばれた。 自 らゼ ーロー タイ と恰 も一教

-7-



オ リエントXVII-1(1974)

派 で あ るかの よ うに 自称 したのはユダヤ戦争 の火蓋を切 ってか らであ っ

た。サ ドカイ,パ リサ イ,エ ッセネに次 ぐ第4の 教派 として ヨセ フォス

は この烏合 の衆 のよ うな一団をエ ッセ ネと同 じくその著述 の中に挙 げた

のであ った。 メシア出現新 エルサ レムの顕現を幻 に描 き反 ローマの衝動

に籍 られた民衆は多数 この集団に加わ ったのであ って,パ リサ イ派 の中

か らも加わ った ものもいた。大体は この時代 に希望 を失 った無産 大衆 が

この集 団の構成分子 であ った。 メシアが出現 してエルサ レムが世界の首

府 とな りローマに集 った世界 の富は エルサ レムに移 りユ ダヤ人の全体が

幸福 とな り不幸 は世界 か ら消 えると信 じ,メ シア出現を促 進す るために

は先ず,ロ ーマ と戦 うことである と決意 したのであ った。 ユダヤでは時

代を同 じ くして平和 穏和主義 のエ ッセネと他方に対照 的な戦闘的急進主

義 のゼー ロータイが現われた。紀元70年 のエルサ レムの落城,マ サ ダ要

塞陥落,キ ュレネのユ ダヤ人反乱,時 代が少 し降 ってバル コクバ の反乱

が あって,ゼ ー ロータイは全滅 した。ここに エ ッセネについて語 り,次

いで,ゼ ー ロータイを述 べ,そ して,両 極端にあ るゼ ーロータイとエ ッ

セネが何故に時代を同 じぐして現われ,遂 に,ユ ダヤ人はそ の拠 る国を

失 い離散 し世界 の流浪 の民 とな ったかを考 えてみたい。な お,そ の行動

と思想 の本源 にあ った メシア思想の一 端を語 って本論考を結 びた いと思

う。

エ ッセネ エ ッセネは ギボンの 『ローマ帝国衰亡史』 の中に 「財産 の

共有は プラ トンの想像力を楽 しま したが厳格 なエ ッセネ宗派 の間にあ る

程度存在 した とい うことを挙げ てい る」(村 山勇三氏訳 『ローマ帝国衰

亡史』岩波文庫)か つて,英 のデ ィクイ ンジーは エ ッセネについ ての ヨ

セ ブォスの記述を読 み 「偽 りだ。 作為 の偽 りだ。 実に悪意 の偽 りだ。」

といってエ ッセネの存在 を疑 った。 エ ッセ ネの教義は秘密 であった ので

エ ッセネ教団に入団 した もののほか知 るよしもなかったか らと思われ る。

ヨセ フォス 自身に して も,短 い期間 しか教 団の中にいなか った ので,そ

の奥 義を体得す るには至 らなか った と思われ る。況 して フィローは死海

に近 いエ ンゲデ ィEngediに は行 っていないので,そ の誌 した ことは聞
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き書 きであった。 エ ッセネの真相を把握す ることは難 か しい。 クム ラン

文書 の中の 「義 の教 師」が もしエ ッセネであ った とすれば,エ ッセネ教

義に触れ ることにな るが,未 だ,仮 説 と してであ って,断 言は できない。

当時幾多のエ ッセネ と思われ る よ うな教 団が存在 していた よ うであ って,

ガ スターも 『死海の書』の中の教 団の生活 その規律教理は ヨセ フ ォスや

フィローの誌 した ことと甚だ類似 してい るとい っている(Theodore H.

Gaster:The Dead Sea Scripture in English Translation. pp.93-

107)。 また,デ ュポ ンゾンメル 教授 は 死海 に近 いアイン ・フェシュカ

Ain-Feshkaで1947年 発 見 された 「新 契約」教 団はエ ッセネと断 じてい

る(A.Dupon-Sommer:The Dead Sea Scrolls.Translated by E.

M.Rowley pp.85-96,1956.同 氏The Jewish Sect of Qumran and

Essenes.Translated by R.D.Barnett.pp.1-13,1956)。 エ ッセネは

ヨセフ ォスに依 ればパ リサ イ,サ ドカイに次 ぐ第3の ユダヤ宗派 であ る

がパ リサ イもサ ドカイも政 治的宗教団体であ ったが,エ ッセネは政 治 と

は交渉を持たなか った。

エ ッセネは聖書 に もラビ文学に も記 されていないので 「ヘ ブ ライ史の

謎」 といわれてい る。エ ッセネは紀元2世 紀前 よ りは古 くない と考 え ら

れ てい る。 ヨセフ ォスの 『ユダヤ古代記』 にマ カビァのヨナタン(前

161-144)の 記 事中に初 めてその名が挙げ られてい る。エ ッセネは パ リ

サイ派 のハ シデ ィムChasidimの 分 派 といわれ る。その時代 は政 治が社

会苦救済 の力 のないのを知 り政治か ら離れて瞳野に隠遁 して新組織を作

ったのであ った。 ヨセフ ォスや フィローの時代には4,000人 も この教 団

に属 してお りパ レスチナ内の村落や時に都会地に も散在 していた とい う。

エ ッセネの名称 の起源 も定かではない。 シ リァ語の敬震 とい う意味が あ

るとい う説 もある。 ヨセフ ォスの 『ユダヤ古代記』Ⅷ15:3:12にEssa

とい う地 名が 出ているがエ ッセネの名 の起源 と附会す るむ きもあ る。何

れに して も他 か らこの教団に与 えた名称であ って この名称に関 しては25

以 上 の異説があ るとい う(D.Ginsburg:The Kabbalah

pp.27-30,1956.)。 エ ッセネか ら派生 してキ リス ト教 と混 合 したエ ビォ
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ン宗派Ebionitesと い う派があったが紀元220年 には ローマに伝道 した

といわれる。肉食を禁じ洗礼を行い星占術 もその教義に織込み主として

ヨルダン河東方面に行われ7世 紀にイスラームに合す るまで続いたとい

う(Duncan Howlett:The Essene and Christianity.1957.)。 このエ

ビオン宗派の他ペラPellaの ユダヤ人キ リス ト教会エレカイ ト派,サ ン

プシアス派などの中にエッセネの教義が生きていたとも考え られる。エ

ッセネは動物の犠牲を献げないで彼らは敬髪な心こそ真実の犠牲である

と確信 していた。これ らの人々は大体村落に住んでいたが都会住居者 の

中に根を下ろしている罪悪に染まるのを免れるために都市を避けた。彼

らは都会人 との交際はその心霊に恰度悪疫性の雰囲気によって疫病が感

染す るように恐ろしい感化が及んで くるのを知っていた。彼 らの或るも

のは農業に従い,ま た他のものは平和に役立つ手工業に従って自他を利

した。金銀を蓄積することな ぐ,ま して,利 潤を獲得するために宏大な

土地を手に入れるとい うようなことはなかった。しかし,生 活上当然必

要な品は用意 した。熟慮を重ねた挙句の行動 として無一文とな り一片の

土地も持っていないで全人類の中に殆んど唯一人で立っているが素晴し

く富んでいると考えていた。何故といえば彼 らは満足感を持 っていた。

節約こそは事実そ うであるが正に溢れる程の富であると判断していたか

らである。投げ矢,投 げ槍,短 剣,兜,胸 当,盾 についていえば,こ れ

らの製作者は一人も見出せない。なお,ま た,武 器兵器を作 りまた戦争

に関係する仕事に精を出す ものも見出せなかった。たとえ平和的のもの

でも容易に悪用される恐れのあるものの製作者は見出せなかった。卸に

しても小売に しても貿易にしても,お よそ商行為を営むなどとい う考え

を持 った ものはなかった。負慾の誘いとなるとして斥けたのである。彼

らの中には一人の奴隷もいなかった。皆自由であって相互に奉仕 し合っ

ていた。彼 らは奴隷所有者を非難 したが奴隷制は人類平等の法を犯す不

正,自 然法を無効にする不敬 と考えたためである。自然は母の如 く全て

の人を同じように産み,育 くみ,純 粋な兄弟として創造 した。決 して名

目ばか りではなく,全 く真実からである。 しかるにこの親類関係は悪性
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の貧慾の勝利によって混乱 した。この貧慾が親近感の代わ りに疎遠を,

友誼の代わ りに敵意をもた らしたのである。彼らは哲学は徳を積むに当

って不必要とし,そ の論理の方はお しゃべ りの議論家に,物 質界の方は

人性の把握できないものとして空想論者に委せたが,神 の存在 と宇宙の

創造を哲学的に論ず る部門だけは保留 した。倫理の方は彼 らは非常に熱

心に勉強 し彼 らの祖先の律法を規準と考えていた。これは天来の霊感な

くしては心に依 っただけでは感得できないものとした。常日頃この律法

は教えられたが,特 に,第7日 に教えられた。この日は神聖な日として

全ての仕事を休んで彼らがシナゴグと呼ぶ聖なる場所に集合 した。シナ

ゴグ内に列をなして老幼各 々序を守 り聴聞に都合のよいように坐を占め

た。それか ら一人は聖経を取 り声を挙げて読む。そ して,聖 経に非常に

詳 しい者が出て章句中の意味の難かしいものを解釈 した。哲理研究の大

体は譬喩の方法で説明 したのであった。彼 らは敬虔,神 聖,正 義,家 を

また町を治める方法,真 に善なるもの,悪 なるもの,無 関心なるもの,

選択せねばならないものをどうい う風にして選ぶか,選 んではならない

ものをどうい う風に して避けるか,要 するに彼 らの定めた規準としてこ

れら3,即 ち神を愛 し,徳 を愛し,人 を愛することを教えられた。彼ら

の神を愛することは多 ぐの実証即ち誓言をなさないことで,正 直さで,

そ して神 こそ全ての善の少 しも悪のない本源であることを信ずることで

表現された。彼 らの徳を愛することはその金銭,世 俗の地位また快楽に

心を煩わされないこと,自 制心,忍 耐,そ の上倹約,簡 単生活,満 足,

憐憫の情,律 法厳守,不 動の信念,こ れ らに類する素養で表われた。彼

らの心を愛す ることはその慈悲心,平 等観,そ して,僅 かの語でもあれ

ば何んとか適用され るが語では表わせない友情中に表わされた。即ち,

第1に その住居であるが全ての人に共用されない住居は無いとい う観念

か ら自分自身所有の住居を持たなかった。その上彼 らは共同の生活をし

たので彼 らと信仰を同じくするものには何処からの訪問者にも住居は開

放されていた。彼らは一つの出納所を持ち共同の支弁を した。その衣類

は共同に保管され,そ の食糧は共同食 とい う制度で運営された。如何なる
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他の共同体でもここ以上に共同生活の行われたのを見たことがない。全

く予期通 り完全のものである。彼らが1日 働いて得たものは私有財とし

ないで共同資産に納められた。かくして得 られたこの利得はこれを用い

たいと望むものに分け られた。病人は何 も提供す ることができないか ら

といって粗略にされない。既に共同資産の中に病者の看護費は入ってい

たか らであった。それ故に充分確実なより大きい財富からその費用は出

るのであった。老人に対 してもまた真実の子供がその両親を遇す ると同

じように尊敬を払われ,面 倒が見 られるのであった。多 くの人々の真心

から生い先き短い老人達は手厚 く遇されるのであった。以上のようなの

がギ リシア語の衒学の影響か ら離れた一つの哲理によって生れた道徳の

競技者達であった。この哲学こそはその入門者に見上げた行為を自ら実

行させる。この哲学によって決 して捉われない自由が確立される。我々

はここにこそ,そ の証拠を見た。権力者で種々の場合国に君臨したもの

の数は多い。各々の性質 とその執政の形式は違 う。あるものは野蛮とも

思われる程度に野獣狩に兇暴性を発揮 して興味を覚える。これらはあら

ゆる残忍なことを行 う。大量に臣民を生きたままで料理人のように四肢

をば らば らに切断 して虐殺す る。民事を検問する裁判官がまた同様な災

厄を持ち込んで人民に臨み,そ の手を休めない。平静な穏かな語を仮面

として被 っているが,含 むところの性質は隠 し切れない。彼 らの後には

各都市を通 じて彼の不虔と非道の記念碑 として,そ の犠牲者の忘れ難い

惨禍が残 る。しかし,こ れ らの極端に兇悪なるもの,ま た,深 く反逆心

に染った偽善者もここに記 したこのエ ッセネ即ち聖い人々の集団に対 し

てはいいがか りもつけることはできな:かった。 これ らの人々の高 く優れ

ているには抗 し難いものがあった。彼らは皆 自制のできる生れながらの

自由人として遇しその共同食 と口にいえない友情感を賞揚 した。これこ

そ完全に優れた幸福な生活の最も明瞭な証拠であった。なお,エ ッセネの

間には幼児も少年も青年もなく成年者および既に老境に達 した人達のみ

で肉慾煩悩に悩まされない。また情慾に駆 られ ることのない誠実な絶対

の自由の境地に入った人々によって成っていた。彼 らの自由の試練はそ
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の生活である。彼らの中一人もおよそ私物と名のつ くもの,家 屋であれ,

奴隷であれ,領 地であれ,家 畜であれ,財 産 となる機具,設 備品は一

切私有を許されない。彼らは私有財産を投げ出して皆の共同資産に投 じ

た。彼 らは同じ様式の共同生活をなし共同食事をして絶えず共同の安寧

幸福のために勤労した。団員各 々異なる仕事に従事 し競 うように各 々倦

まず熱情を持って業務に励み熱したと思 うと冷めるなどとい うことな く,

寒暑別なく骨惜しみしないで働いた。彼らは日の出前に仕事に従事し日

没に至って漸 ぐ止めた。彼らの中のある者は農耕者で熟練 してお り,他

の者は牧畜者で家畜を飼育 した。また,あ る者は養蜂者であった。更 ら

に手工業の名工もいた。生産されたものは規定によって選んだ管理人に

渡 した。管理人はこれを受けて必要品を購入し共同の生活をし共同食を

とり満足 した。彼 らは共同食ばか りでな く一様の粗末な白衣を用いた。

一人に属す るものはまた全体に属すと考えられ全体に属す るものは各 自

のものであると考えられていた。彼らの中誰か病気に罹れば共同貯蔵の

中から薬が支給された。全体の看護 と関心を持 って世話され,恰 も沢山

の子供を持 っているようであったばか りでな く,し かも良い子供に恵ま

れているようであった。フィローの伝えるところでは彼 らは結婚を排 し

禁慾生活を守 ったといっている。ヨセフォスは彼らは結婚生活を軽視 し

ているが他人の子供を養い勉学さしたといっている。また,教 団内で結

婚生活を営んでいたものもあるような記述 もある。彼 らは敬虔で 日の出

前に卑俗の事柄については絶対に語ることなぐ祈を唱える恰も太陽の昇

るのを祈願するようであった。この派に入門を許されるには1ケ 年間彼

らと同じ生活様式で過ごすよう規定されていた。小さい斧と白衣と腰紐

が与えられる。この期間禁慾が守られるとい う証明がついた時,水 の潔

斉を一緒にするように仲間に加えられた。しかし,ま だ仲間との同居生

活は許されない。意志堅固なることが示され,な お2年 間その気性が試

され入門の資格あ りとい うことになれば入門が初めて許された。そして,

共同食に触れる前に夥しい誓をなさな くてはならなかった。即ち,神 に

敬虔であること人に正しいこと,他 人の命令であっても人に害を与えな
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い こ と,常 に悪を憎み正 しい ことに味方 し全 ての人に真実 を示 し,特 に

権威 あ るものに忠節 を尽す こと,お よそ神 の助けな くしては支配権 を獲

るものはないか らであ る。 しか し,こ の権威を冒漬 しない こ と,久 遠 に

真理 を愛す るものであ る こと,偽 りを語 るものを進んで非難 し,盗 を し

ない こと,心 の中で も不合法 の利益を考えない こと,自 分 の属す る派 の

ものには何事 も隠 さない と同時にそ の教理 の中 の何事 も他には生命を堵

して どんなに脅嚇 され ても漏 らさない こと,そ の上 にその教理をかれ 自

信授 け られた とい う以外には何人に も伝えない と誓 うこと。そ して,彼

らの派 に属す る書物を保存 し天使 の名を守護 す るな どが新 入門者 の誓 う

ことであ った。彼 らは モーゼの律法を厳 守 した。 ローマ軍 との戦 におい

て彼 らは捕 え られ て拷問 され律法者を冒漬す る言を吐 ぐよ うに強 い られ

また彼 らに禁 じられ た食物を食す るよ うに強 い られ て も一人 として拷問

人を呪 う語を発 した り,涙 を流す ものはなか った。彼 らは苦痛 の中 に微

笑 を漏 らし復活を期待 して息を引 ぎとった とい う。 ヨセブ ォスの 『ユダ

ヤ戦争記』には エ ッセネの ヨハネが指導者 の一人 と記 され,ま た,エ ッ

セネの ヨナ タンは テ ィムナ地区の指導者 に選ばれ,ル ッドや ジャ ッファ

や エマウスもエ ッセネの指導 下に入 った と記 る してあ るがエ ッセネの教

義 は絶対非戦主義であ ったか らこの ヨハネも ヨナタンもエ ッセネの精 神

をユダヤ革命 のため棄てたのであ って最早 エ ッセネではな くな った とさ

え クラウスナー教 授はい っているが この見解 には直 ちに肯 じ難 い ところ

があ る。

ゼー ロー タイ ゼー ロータイは宗派 の一 であ ってパ リサ イ派 のよ うな

平和論者ではなか った。また,サ ドカイ派 の よ うに祭司で政治にたず さ

わ った宗派ではなか った。 また,エ ッセネ派 の よ うな敬虔 な隠遁 者で も

なか った。 ゼーロー タイは熱狂者で徒党 を組 んで全 ての イスラエルの敵

ヤハー ヴェの選民を苦 しめてヤハーヴェを冒漬す るものの撲滅を期 した

ものであ った。

ゼー ロータイはキ リニウスのユダヤ人 口調査に際 して,ガ リラヤのユ

ダスー味が ローマへ の反抗 の火蓋 を切 った時か ら呼ばれ始 めた名であ る
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が ゼー ロータイの起源は もっと古 くユダヤ教に基礎を置いていた。紀元

前166年 の マカ ビァの反乱は2つ の動 機か ら起 きた。即ち,そ の守 るユ

ダヤ教 の象徴 としての法典 トーラの守護 とシ リア帝 国の羈絆 を脱 して ユ

ダヤの 自由解放 を獲得す るにあ った。 マ カビアのシ リア帝国へ の反抗の

意義は永 く記憶 された。 トーラはユ ダヤ教 各派 において国民 宗教 の象徴

として 自覚 されていた。 ゼー ロータイは ヤハ ーヴェは唯一 の法 的神であ

って他は悉 く偶像に過 ぎない と観,今 や この神の権威 は異邦 に よって冒

され,そ の選民を迫害す るに至 っては愈 々黙 してはい られない とい うこ

とにな った。 マ カビァ以来100年 反 抗は表面に出なか ったが この思想は

漸 次民衆の中に発達 した。ヘ ロデ王が マ カビア王家を覆がえす気配 の見

え るに至 って俄然 トー ラに対す る狂的守護 の熱心が燃え始 めた。ヘ ロデ

王が死刑 に処 したヘゼキア某 を ヨセフ ォスは匪賊 の頭領 と記 したが この

ヘ ゼキ ア某 こそはゼ ーロー タイの先駆者 ともい うべ き人物であ った。 ガ

リラヤで反乱を起 こ した ユダスは このヘゼキア某 の息子であ った。亡父

の播 いた種は既に相 当の地盤に根 を降 ろ していた。ヘ ロデ王 の弾圧,ロ

ーマ代官 の ローマの政策強行は トー ラ擁護 の決意を同志に堅め させた。

妥協 を重ね て保身に汲 々た るもの トー ラ擁護 の熱心を欠 くものは ユダヤ

人非ユダヤ人を問わ ないで攻 撃を加えた。大規模 な攻勢に出 られない間

は専 らこれ らに暗殺 と掠奪を以て報 いた。ユダスは ローマに対す る憎悪

を子 のシメオ ン,ヤ コブ,メ ナヘ ムに伝 えた。 ユダスの孫エ リァザルは

マサ ダ要 塞陥落 まで ローマに反抗 した のであ った。ユダヤ戦争は終始ゼ

ー ロータイの戦 であ ったが ,何 れ の宗派 の もの も多少は この戦に関係 し

た。 ヴェスパ シアヌスの後 ゼー ロータイの名は消えているが ハ ドリアヌ

ス帝 の時代 のユダヤ叛乱 もゼー ロータイの熱心の燃 えたもので ローマに

よる割礼 の禁止,エ ルサ レムに異教 の神殿 の建立され るのを危惧 して ト

ー ラ擁護 のために敢然 ローマに戦を挑んだのであ った。敬虔な ラビ ・ア

キバでさえバル コクバを誤 って メシアーと認 めたのであ った。ゼ ーロー

タイは暴力に よってイスラエルの 目的を達成せん として2回 とも惨敗 し

た。マ カビァの成功か らユ ダヤ人は トーラを一 層敬 ったのであ ってユダ
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ヤ教 は各派 とも皆 トー ラを基礎 としている。特に,パ リサ イは精密極 ま

る トーラ解釈法 さえ編 み出 したのであ った。 パ リサ イは平和 主義で暴力

を否定 していた。パ リサイは宗派 としてはゼー ロータイに 合体 しなか っ

た。ローマが ユダヤに干渉 してか ら120年,ユ ダヤは ローマの覇権 の下に

あ った。 ローマは ネロ帝に至 って栄華 もその頂点 を下 り西方 ゴール,ゲ

ルマ ンに東方パル シアにそ の威 も漸 ぐ揺 ぎ始 めたかの よ うに思われた。

ユダヤ教に改宗す るものが西 方に も東方に も現われ,ア デ ィァブネの女

王 ヘ レナを初めそ の王子 イサデスはユ ダヤ教 に帰依 してエルサ レムに邸

を営 んでいた。バ ビロンではユ ダヤ人は 自治を獲得 してい た。 当時 のユ

ダヤ人 の多 くは イスラエルの崇め られ る日も近 い,神 の選 民が ローマの

圧政下 に永久 におかれ る理 由がない と信 じた。パ リサイ律法 学者 のあ る

ものの よ うにヘ レニズム化 して非 ユダヤ的の傾向を帯 び るかエ ッセ ネの

よ うに隠遁 して静 かに思 いに浸 ってい るか してはユ ダヤ民衆 か らは離 れ

るばか りであ った。

神の力が天 か ら顕現 して神意 に叶わぬ ものは破壊 され イス ラエルは外

敵か ら救われ新天地 が創造 され る。 ユダヤ人 を首位に神 の国が実現す る

とい うのは民衆 の喜ぶ信仰 であ ったであ ろ う。かの終 末的予 言は民衆 の

熱烈な願の表 現であ った。そ して,メ シアー出現 の遅 いのに焦燥 を感 じ

た狂信徒ゼ ーロータイは武 力だけが終末的予 言を実現す る手段 であ り,

メ シァー自身 も武 力を用いて異邦人を征服 し救 を成就す るに至 る と信 じ

たのであ る。 このゼ ーロー タイを盗財団が利用 してゼーロータイの信条

さえ竊めた ので時には盗財 団 とゼーロータイは一 心同体であ る よ うな観

を呈 しさえした。ゼ ーロータイ内に隠れて盗財 団は富裕階級を掠奪 し私

腹 を肥や し,し か も巧みに民衆 の共感 と同情を得た。 ゼー ロータイの前

衛 シカリSicarii暗 殺 団の行動は ユダヤ革命運動 であ ったか強盗殺人で

あ ったか瞭かでない。は じめの頃は相手 も主義主張を異にす る政敵に限

定 していた。大祭司 も神殿 においてシカ リ暗殺 団に殺 され,そ のほか親

ローマ派 のものの暗殺 され る者多 く,時 には代官が除 こ うと窺 うユダヤ

貴族の暗殺に さえ利 用 され た。民衆はゼ ーロータイに好意を持 っていた。
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当時富裕階級 と一般民衆 との社会的経済的の懸隔は甚 し くな っていた。

祭 司階級は富裕 とな って堕落 し民心を離れていた。 ローマ代官は民衆 の

心情 を洞察 できないで外に現われた行動をみて秩序維持に名を籍 って民

衆 を圧迫 し他面盛んに収賄 し民衆を激昂 させた。民衆はゼ ー ロータイを

革命運動 の指導者 として仰ぐ に至 った。民衆 の動いた のは反 ローマのた

めばか りでな く,寧 ろ,ユ ダヤ内部 の種 々な内訂軋轢 のためでは なか っ

たか と思われ る。ゼ ーロータイの革命運動は無産民衆を加え て勢力 を増

したがエルサ レムにおいて アグ リッパ1世 の邸を焼 き富裕者祭司を襲撃

し,そ の邸に放 火 したが,そ の標榜 した反 ローマ帝国 ユダヤ革命は奈辺

にそ の精神を見出すか困難 であ る。ゼ ーロータイに潜入 した過激派が指

導的地位に登 り盛んに活躍 して民衆 を煽動 し社会変革を画 してい るのが

わか る。ヘ レニズム反対の思想運動,ロ ーマ帝国主義へ の抗争 としてだ

け では解 し難い ものがあ る。そ して,遂 にゼー ロータイはエルサ レムを

占領 した。サ ドカイ派は じめ有産 階級の大部分 のものは エルサ レムか ら

逃亡 した。残 る一部は大勢 の赴 くところ革命派 に加わ った。パ リサ イ派

はゼ ーロータイお よび無産者 の衆合には参加 しなか ったが,そ の地位を

利用 して革命 には一時的 にせ よ成功 した。一般大衆は パ リサ イ派 を支持

していた。ゼ ーロータイ内の革命 分子はパ リサイのユダヤ的であ るのに

信頼 してその革命政府組織 にその功をな させゼ ーロータイか ら一人 の革

命委員 も出 さなか った。寧 ろ。 ゼー ロータイ内の過激分子 の策動 を封 じ

てサ ンヘ ドリンに充 分な力を振わせた ので過激分子 も大衆 の動 向を観察

して沈黙 した。過激派 は貴族 的革命 の虚を突 く機会を覗 った とも思われ

た。 ガ リラヤにおけ る失敗 はパ リサ イ派 に致命的 なものがあ った。そ し

て,エ ルサ レムにあ ったゼ ーロータイの首領の一人で貴族で もあ った祭

司家のエ リアザ ルは この部下 とともに良 くゼーロータイの真精神 を体得

して民衆 を指導 した。 しか し,ガ リラヤか らゼ ーロータイの首領 ギスカ

ラの ヨハネがエルサ レムに入 って以来形勢は俄然変 った。即ち,ゼ ー ロー

タイはパ リサイ派 と別れて互に衝突 した。一般民衆は パ リサ イ派に加担

しヨハネ派 は漸次圧迫 され るよ うになってエルサ レムに集 った民衆 と関
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係 の ないイデ ュー ミアの同志を エルサ レムに引 き入れてそ の援助 でパ リ

サイ派 を破 った。ゼー ロータイの過激派の策動 であ ってエルサ レムは ゼ

ーロー タイの手に帰 した
。 しか し,ゼ ー ロータイの最後の 目的は神裁政

治 の実現であ って,こ れがため武器を執 り,そ れがために ヤハ ーヴ ェを

蔑す富裕階級 お よび私慾を計 る祭 司を膺懲 したのであ った。武力は手段

であって 目的 では なか った。ゼ ーロータイ内に巣喰 う過激派 が このゼ ー

ロー タイの信仰 に満足す るわけがない。第2段 の策動 に移 った。乃 ち過

激派中 の最左翼 シモン ・ベ ンギオ ラー派を巧み にエルサ レムに迎 え入れ

ることに成功 した。反 ローマ帝国 とい うユ ダヤ革命 の精神 は消えて過激

派は エルサ レムの山手 ・下町両地域 を掌中 のもの とし掠奪暴行 の限 りを

尽 した。 ヨハネは神段に拠 りエ リアザル も神殿 の内陣に拠 つた。何れ も

ローマ軍に対 してであ った。そ して,ヨ ハネ派は過激派に蚕食 されてい

った。 エ リアザ ル派 と協調 して ローマ軍に当 ろ うと しないでエ リアザル

派 に挑戦 してエ リアザルに従 う祭 司 らを殺害 した。エ リアザル派の拠 る

神殿 内の根拠を突いたので同派 は全滅 した。 ローマ軍がテ ィチ ウスの下

にエルサ レムに迫 った時 シモ ン ・ベ ンギオラ派 とヨハネ派は協同 したが

ヨハネ派中 のゼー ロータイは粛清 され全 く過 激派だけ となった。 ヨハネ

はそ の名を首領 として挙げ てはいたが シモ ンの指導 に従わねば な らなか

った。民衆は訴え るところな ぐ過激派に苦 しめ られ て後 ローマ軍 に殺害

され或は捕虜 とされたのであ った。 この過 激派は無産階級 を母体 として

当時 の支配階級 と抗争 したが何等指導原理 を有 していた ものではなか っ

た。過激派に加わ った無産者は労働を忌み労働を為 さずに富裕者の享楽

にあず か ることを望 んだ のであ って富裕者を掠奪す ることを以てその 目

的を達 しよ うとしたのであ った。

エルサ レムの落城,ユ ダヤの没落 はゼー ロータイの狂信,祭 司の堕落,

ローマ代 官の失政,富 裕階級の利 己的奢侈等の原因はあろ う,し か し,

ユ ダヤ人の生活 に蕩 々として浸透 した商業主義の嬌 修は階級 の対立を生

じ無産 階級 を 自暴 自棄にな らせるほかなか った。ユ ダヤ民衆は ローマの

無敵 の権 力に効果 のない抵抗を試 みるか或は過激派 に走 るか何れに して
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も静止す る事はで きなか った。過激派は エルサ レム落城 と同時 に僅 かの

ゼ ーロー タイ とともに亡 びた。 マサダ要塞 におけ るシカ リ団の 自殺はユ

ダヤ過激 派の最後 であった。 しか し,こ のゼーロー タイの伝統 は現在の

イス ラェルに脈 々として続 いてい るよ うである。 イス ラエル国軍の中堅

は建国前か らあ ったハ ガナ,シ ュテル ン,イ ル グン団であって実に マカ

ビァのユダヤ復興 の独立戦争 の指導精神,反 ローマユ ダヤ戦 争におけ る

ゼー ロータイの精神が連綿 として続いて来てい るのをみ るのであ って今

日の イス ラエルの 行 動 を 観察す るには ゼー ロータイを忘れ ては な らな:

い 。

メシアー パ レスチナのユダヤ民衆は ローマを憎悪 した。 この憎悪は

ローマの統 治その ものであったがユダヤの宗教 も ローマを憎悪す る因 由

とな っていた。ユ ダヤ人 は ローマが聖地を穢 し,し か もヤハ ー ヴェの選

民 の上 に君臨 している とい うこ とには堪えがたい宗教感情を持 っていた。

それゆえに聖地 か ら異教徒 の冒漬者 を機会あれば掃蕩 して潔め よ うとし

た のであ った。遂に ローマに対 して乱を起 こしたが功 な く解放は人工 の

手段や 自然 の成行に よってな るものではな ぐ超 自然 の手段に よってのみ

遂 げ られ るもの との 信仰が 強 まった。 ユダヤ人 の 「メシアーの時代」

Yemoth hamashiahと は メシアーの支配 が行われ る時代を い うのであ

って,ユ ー トピア的平和 と正義の行われ る時代が 出現す るとい うのであ

って,ユ ダヤ人は一 日も速 くこの時代 の到来す ることを祈念 した。勿論

「メシアー時代」 の内容は各時代に よって異 なっていた。 メシアー とは

油注がれた ものの意 でギ リシア語に訳され て ク リス トスXριστοζとな

った。 ローマの支配 か らいずれは救い出され るとの信仰はユ ダヤ人が ヤ

ハーヴ ェの選 んだ民族 であ るとい う信念に基いていた。 ヤハー ヴェは ユ

ダヤ人を世界中 の民族 か ら特 に選び これ と契約 を結 んだ と信 じた。 イス

ラエルは異教 の不浄物か ら遠ざか り,ヤ ハーヴェに不抜 の信仰を持 して

動 じないもの として イス ラエルには輝か しい将来 が約束 され ている と信

じていた。 エルサ レムを中心 として メシアー王国が轄然 として開展す る。

この信仰 がユダヤ民衆の心を支配 した。 メシアーの統治 の時代が切迫 し
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てい るとの信 仰の形跡は新 約聖書の中に も発見せ られ る。 ゼー ロータイ

の多 くの ものは 「メシアー時代」を待ちに待 って最早待ち きれな くな っ

てヤハ ーヴェは選 民が 自 らを救 うために勇敢 に奮闘す るのを照覧あ って

「メシァー時代」 の出現を早め られ るであろ うと確信 して武器を執 った

のであ った。 「メシアー時代」 に最 も重要 なユダヤ思想 の一 つは聖書に

よってもラビの説 に よって もイス ラエルの人 々が 「イス ラエルの土地 」

Erez Yisraelに か え るとい う信仰 であった(イ ザ ヤ書11:11-12)。 一

般 に平和で国は安泰正義が行われ ること,田 園生活 の調和 と繁栄等 で国

の政治には天か らの干渉 が行われ て 政 治 的 のあが ないが ある。 これは

「メシアー時代」の礎 石 と考え られ た 「ナ フム書1:1-15)(エ レ ミァ

3:17-18)。 国 は ダビテの末に よって再建 され黄金時代が訪れ て恵 と正

義 と豊作 の時代が来 る(ア モス書9:1-15)。 黙 示文書に よれば 「メシ

ァー時代」には メシア ーが イス ラエルを ローマか ら解放 し最後の審判 ま

で この時代が続 くことを述べ ている。特に エノ ク書は最後 の審判の後 メ

シアーに よって新 エルサ レムが建設 され る と記 して終末思想を展開 して

い る。世界の平和 と人類同胞感を懐 く恵沢の時代が 「メシァー時代」 の

基調 であった。

「メシァー時代 」の思想 はイスラエル史 上1世 紀お よび2世 紀 におい

て重要 な地位を 占めてい る。紀元6年 ユダヤ国守 アケラオが斥け られ て

ユダヤは ローマ代 官に支配 されたが ユダヤの熱狂 した愛 国者 たちは ロー

マの統治を メシアー出現 の前兆 と見做 しゼ ー ロータイは ヤハ ヴェーに よ

る王国 出現 の間 もない ことを予想 した。西 紀66年 か ら70年 に至 るユダヤ

革命 の時期にユ ダヤのナ シ ョナ リス トの思想 お よび実践 の強化に力を与

えた のは メシアー出現が近い との信仰 であった。 エルサ レムの神殿 の喪

失後は メシアー出現が近 い との信仰 が一般 ユダヤ大衆を励 ましたのであ

った。西紀114-15キ ュ レネのユダヤ人が ローマに逆 った のも,メ ソポ

タ ミァのユダヤ人が ローマ軍 の旗 色が一時悪 いのをみて解放 の間近 いの

を錯覚 して動いたの も 「メシアー時代」が近 いのを予想 した と思われ る。

西紀132年 か ら3年 半 も続 いたバル コクバの反乱 も教 法師 アキバの支援
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さ え得 たが これは メシアー出現 の信仰 に酔 ったためであ った。

ユダヤの メシアー思想 の中に2つ の思想が互に混 じ り合 っていた。即

ち,政 治的 ・国家的 の救済 と宗教的 ・精神的 のあがないの思想 が錯綜 し

ていた。 メシァーは王であ りあがな い主であ ってイスラエル の敵 を蹂欄

してイス ラエル王国を建 て神殿を復興す る。 同時 に 「神 の国」 を通 じて,

この世界 の改善 を計 り偶像を撲滅 し唯一 の神 のあ ることを宣言 して罪 を

な くす。要す るに メシアーは政治的 な英傑であ る と同時に精神 的な英雄

で もあ るとされ た。民衆 の問にあ って民衆 の心を知 っていた教法 師達 は

メシアーへの期待 を煽 った と思われ る。「エ ノク書」「ソロモ ンの歌」「モ

ーゼの昇天」「第4エ ズラ書 」「バル ク書」な どは何れ も民衆 の友を もっ

て任 じてい た教法師達の作 であ った。ゼー ロータイの蜂起は高位 の教法

学者 ヒレル ー派の賛す る ところでは なか った。 ヒレル ー派は 自由のため

の戦 とい って もユ ダヤの完全独立が護 られ るのを疑 っていた。 ヒレル ー

派は律法の研鑚に比較すれ ば政治問題は微 々た る意義 しかない と し,当

時民衆 の間に流布 し信仰 となつていた メシアーに よるイス ラエル の完全

独立 「神の国」の出現な どは夢幻 と考 えていた。 ローマ軍 のエルサ レム

包囲中 ヒレル派 の教 法師 ヨハナ ン ・ベ ンザ カイは律法護持 のため避難 し

て城外に 出た。 これは 自由を求め る心がなか ったためではな く律法を護

持す ることに よって イス ラエルは最後には 自由が護 られ ると確 信 してエ

ルサ レムを後に したのであった。実際に ユダヤ戦争が終 って残 ったのは

律法であ って神殿 を中心 としたエルサ レムの光栄は物質 的に何 も残 らな

かった。 ユダヤ民衆はエルサ レム陥落 とい う災厄に会ってユダヤは メシ

アーに よって のみ国民が復興す るこ とを期待 しメシアー思想を一段 と飛

躍させ た。

エ ッセネの脱世間の生活 もゼー ロータイの過激行動 もこの メシアー出

現 の待望 と信仰か ら来ているのであ ってエ ッセネのゼー ロータイとの合

体 の謎 もここにあ るよ うに思われ る。(1974.3.18)
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Essenes and Zealots 

Rokuichi Sugita 

Essenes was a Jewish sect formed in the period from the second 

century B. C. to the end of the first century. Philo and Josephus 

wrote about them. The members were obliged not to disclose the 

secrets of the brotherhood. Then, what was informed of them were 

all second-hand information by the observers from the outside. 

They were a group of recluses living on the north-western shore 

of the Dead Sea. They maintained themselves on manual labor and 

agriculture. They abstained from making any weapons. They were 

strictly peace-loving people devoting their lives to the observance 

of the Torah. Essenes opposed to all attempts to bring about by 

violence. 

Zealots was the name of a Jewish religious party in the period 

between Herod the Great and the fall of Jerusalem. This party 

was fanatically banded together agaist all the enemies of Israel to 

protect the Torah and to secure liberty from the yoke of Rome. 
And they hated the rich ruling classes and adapted even the means 

of assassination and robbery. And they resorted to violence. 

Essenes and Zealots were Jews and at the same time nationalists. 

They were easily converted to patriotism when the integrity of the 

Jewish people were at stake. Essenes coalesced with Zealots and 

swept into the war, because the both were encouraged by the hope 

of divine assistance. They conceived of Messiah who would come 

to bring political independence to Israel. 
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